
生きがい仕事⑤
　絆を生む仕事 絆をむすぶ仕事
　　     七ヶ浜町きずな工房（宮城県七ヶ浜町）
まちの仕組み④信頼関係の構築から地域全体の自立へ　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（宮城県多賀城市）

事例をとおして考えよう！
　専門家が話す☆支援のツボ

東北の元気⑤
　ボランティア 村上充さん（宮城県気仙沼市）

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

インタビューあの人に会いたい④
　安心・安全な味噌で恩返し
　山の農場＆味噌工房ＳＯＹＡ 太田茂樹さん（宮城県丸森町）

暮らしを支えるアドバイザー
特集

特集◎暮らしを支えるアドバイサー
●宮城の支援者とともに地域福祉の推進をサポート
　宮城県サポートセンター支援事務所
　　　　   　 アドバイザー　浜上 章さん（宮城県）
●障害者と高齢者が、
　　ともに地域で暮らすための仕掛けを
　福島県被災地における障害福祉サービス基盤整備事業   　
　　アドバイザー派遣事業事務局　
　　　　総括コーディネーター　山田 優さん（福島県）
●地域コミュニティーの自立を支える
　岩手大学農学部共生環境課程　
　　　　　　　    　教授　広田 純一 さん（岩手県）

☆専門家に聞く地域づくりのヒント

3
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16
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・読者の声
・購読者を募集しています！
・次号予告
・編集後記

［2013 年1月20 日発行］

定価 300円

東日本大震災の被災者を支援するあなたのための情報紙です。

5vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

広域避難者の暮らしを支え合う情報紙
「つなぐ・つながる・支え合う」vol.2 を挟み込みました。
独立行政法人福祉医療機構／平成 24 年度社会福祉振興助成事業

　いつもご購読いただき、ありがとうござ
います。感謝の気持ちを込めて、これまで
本紙でご紹介した、被災地で暮らす人たち
がつくった心のこもった品々を「新春特別
福袋」としてお一人の方にプレゼントいた
します。
　ご希望の方は、ご住所・お名前・TEL、
本紙の感想をお書きいただき、「新春特別福
袋」と明記して、本紙16頁の宛て先まで、
はがき・FAX・メールのいずれかでお送り
ください。当選結果は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。〆切は２月20
日（水 ) 必着です。

バッグ［５号掲載］
きずな工房で作製
（宮城県七ヶ浜市）巾着［３号掲載］

いいたてカーネーションの会で作製
（福島県飯舘村）

ティッシュケース
［３号掲載］

卸町五丁目仮設住宅自治会で作製
（宮城県仙台市）

ぬいぐるみ［６号掲載予定］スロウ奥松島で作製（宮城県東松島市）

いちごのアクリルタワシ
［２号掲載］ 

亘理いちごっこで作製
（宮城県亘理町）

和野っこおたまストラップ 
［６号掲載予定］

和野っこハウスで作製 
（岩手県大槌町）

カエルストラップ
［２号掲載］
鶴亀会で作製 

（宮城県仙台市）
新春福袋プレゼント！新春福袋プレゼント！

東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする
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暮らしを支える
アドバイザー

東日本大震災によって大きな被害を受けた宮城・岩手・福島の３県。
それぞれの地域で、多くの人たちが支え合い、

復興へ歩みを進めています。
今回の特集では、被災地の暮らしを支えるべく、

専門性を活かした活動を続けている
３人の支援者たちに焦点をあてました。

最初に紹介する浜上章さんは、「宮城県サポートセンター支援事務所」の
アドバイザーとして、宮城県で活動する各種支援員たちをサポートしています。

2 人目の山田優さんは、
福島県内の障害福祉サービス拠点を立て直し、

さらに障害者と高齢者がともに暮らす地域づくりを目指しています。
そして、3人目の広田純一さんは、

震災によって散り散りになった地域のコミュニティが、
住民自身の力によって再び活気を取り戻していくプロセスを支えるべく、

岩手県で密な活動を続けています。
暮らしを支える３人の姿に注目です。

特 集



3

と
も
に
暮
ら
し
続
け
る

                     

地
域
づ
く
り

宮
城
県
内
に
は
、
自
治
体
な

ど
に
雇
用
さ
れ
て
戸
別
訪
問

や
サ
ロ
ン
づ
く
り
な
ど
の
被

災
者
支
援
に
従
事
す
る
各
種

支
援
員
が
、
現
在
6
0
0
人

ほ
ど
い
る
（
平
成
24
年
度
当
初

は
1
0
0
0
人
）。
自
ら
も
被

災
者
で
あ
り
、
福
祉
の
仕
事
は

は
じ
め
て
の
人
が
多
い
。
こ
れ

ら
支
援
員
の
た
め
に
研
修
会
を

実
施
し
、
体
制
づ
く
り
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る

の
が
、
県
の

設
置
し
た
「
宮

城
県
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

支
援
事
務
所
」

で
あ
り
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

の
ひ
と
り
浜

上
章
さ
ん
だ
。

関
西
在
住

の
浜
上
さ
ん

は
、
元
社
会

福
祉
協
議
会

の
職
員
と
し

て
、
福
祉
の

観
点
か
ら
地

域
づ
く
り
に

30
年
間
携
わ

り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の

支
援
経
験
も
も
つ
地
域
福
祉
の

実
践
者
だ
。
多
様
な
人
た
ち
が

支
え
合
い
、
と
も
に
暮
ら
し
続

け
る
地
域
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
。
昨
年
度
の
宮
城
県
研

修
会
に
講
師
と
し
て
参
加
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
白
羽
の
矢

が
立
ち
、
今
年
度
は
「
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
と
し
て
毎
月
定
期
的

に
宮
城
県
内
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。

取
材
し
た
日
は
、
山
元
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
依
頼

で
、
復
興
計
画
策
定
に
向
け
た

◎宮城県サポートセンター支援事務所（宮城県）

アドバイザー　浜上 章 さん

宮城の支援者とともに
地域福祉の推進をサポート

特集 暮らしを支えるアドバイザー

浜上 章（はまがみ・あきら）

鳥取県生まれ。兵庫県川西市、大

阪府と兵庫県の社会福祉協議会で

個別支援や地域福祉活動の推進

に携わる。気仙沼市社協災害ボラ

ンティアセンターの支援にかかわ

り、宮城県の被災者支援従事者研

修の講師となった縁で、2012 年４

月より宮城県サポートセンター支

援事務所アドバイザーに。趣味は

山登り、釣り、読書。本紙 15 頁

で連載中。

Profile

時間の経過と被災者支援のステージの変化（浜上章さん作成）

H24(2年目） H25(3年目） H26(4年目） H27(5年目） H28(6年目）

集団移転

＜ステージの変化による課題の変化予測＞

復興公営住宅

仮設住宅 みなし仮設 在宅被災者 復興住宅・集団移転・ 
周辺地域

・元気な人は自主再建で
   転出増加 

・残される人の 
   不安感の増加

・役員がいなくなる、自治 
　機能の低下

・復興公営住宅ができて、
   転出者の増加

・部屋の歯抜け状態・防犯
   上の課題

・情報も支援の手も薄く不
   安、不満感

・地域になじめない、孤立
・徐々に生活、地域になじむ
・定住する人、さらに転居
   する人（民間、家の再建、
    復興公営住宅へ）

・情報、支援の手が薄く不満
    感

・地域により歯抜け状態で
   の生活、孤立

・コミュニティの崩壊
・転出地域住民との距離感
・地域、コミュニティの再生

・復興住宅のできる立地に
　よる違い

・集団移転地のできる立地 
　による違い

・生活の利便性？
・孤立化の不安…つながり 
　の再生

・コミュニティの再生

在宅被災者

仮設住宅

みなし仮設住宅

H29(7 年目）

・孤立・孤独死
・引きこもり・アルコー
ル常飲・近隣間のトラ
ブル増加・経済的困窮・
生活不活発病・心の病・
先行きの不安感・自治
会運営の困難さ・自立
支援の課題など
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地
域
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る

第
１
回
目
の
勉
強
会
が
開
か
れ

て
い
た
。
借
上
げ
民
間
賃
貸
住

宅
（
み
な
し
仮
設
）
を
含
む
仮

設
住
宅
で
の
暮
ら
し
か
ら
、
在

宅
避
難
者
や
今
後
の
復
興
住

宅
・
集
団
移
転
ま
で
見
据
え
た

支
援
計
画
の
た
い
せ
つ
さ
を
説

く
浜
上
さ
ん
。「
復
興
支
援
活

動
を
中
心
と
し
た
暫
定
的
な
計

画
を
立
て
て
、
そ
の
あ
と
に
地

域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
す
れ

ば
い
い
の
で
は
」
と
現
実
的
な

助
言
を
し
つ
つ
も
、「
現
予
算

だ
け
で
考
え
ず
に
、
計
画
に
は

夢
を
盛
り
込
ん
で
！　

意
志
と

計
画
の
あ
る
と
こ
ろ
に
予
算
が

つ
い
て
く
る
。
地
元
で
何
を
し

た
い
の
か
、
行
政
、
県
や
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
」
と
エ
ー

ル
を
送
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
反
省

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
、

今
が
よ
い
チ
ャ
ン
ス
」「
ど
ん

な
地
域
に
し
た
い
の
か
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
と
う
」
と
呼
び
か
け
る

浜
上
さ
ん
の
胸
に
あ
る
の
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
の

反
省
だ
。
当
時
、
浜
上
さ
ん
は

兵
庫
県
川
西
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
だ
っ
た
。
地
域
福
祉

活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
の

実
績
を
も
と
に
市
が
予
算
化
し

て
追
い
か
け
て
く
る
、
そ
ん
な

先
駆
的
な
市
社
協
だ
っ
た
が
、

浜
上
さ
ん
に
は
心
残
り
が
あ
る
。

「
サ
ロ
ン
活
動
は
、
い
つ
ま

で
も
支
援
者
が
主
催
す
る
の
で

は
な
く
、
住
民
が
主
体
に
な
る

よ
う
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
仮
設
住
宅
か
ら
復
興

住
宅
へ
移
る
と
き
に
、
仮
設
住

宅
で
生
ま
れ
た
絆
が
ま
た
壊
れ

て
し
ま
う
こ
と
を
フ
ォ
ロ
ー
で

き
な
か
っ
た
。
仮
設
住
宅
と
そ

の
周
辺
、
あ
る
い
は
復
興
住
宅

と
そ
の
周
辺
の
地
域
と
の
つ
な

が
り
づ
く
り
も
足
り
な
か
っ

た
」。
阪
神
で
の
反
省
を
、
東

北
で
は
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
思
い
が
根
底
に
あ
る
。

そ
の
後
勤
め
た
大
阪
府
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
依
存
症
や

精
神
障
害
、
生
活
困
窮
、
生
き

づ
ら
さ
な
ど
ひ
と
り
で
複
数
の

生
活
課
題
を
抱
え
る
人
た
ち
と

出
会
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
行
政
と
連
携
し
て
相
談

援
助
を
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
総
合
相
談
の
強
化

に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
や

住
民
参
加
の
小
地
域
福
祉
活
動

の
普
及
支
援
に
あ
た
っ
た
。
退

職
し
た
ら
趣
味
の
山
歩
き
や
釣

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
福

祉
の
サ
ポ
ー
ト
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
し
よ
う
か
な
、
と
思
い
描

い
て
い
た
と
い
う
が
、実
際
は
、

地
元
の
自
治
会
活
動
や
地
区
福

祉
委
員
会
活
動
な
ど
に
奔
走
し

て
い
た
。「
こ
れ
ま
で
の
自
分

の
経
験
を
宮
城
県
内
に
伝
え
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
被
災
者
の

復
興
と
地
域
福
祉
が
前
に
進
む

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
」
と
浜

上
さ
ん
は
話
す
。

人
を
支
援
す
る
仕
事

２
０
１
１
年
度
10
月
に
始

ま
っ
た
宮
城
県
の
研
修
会
で

は
、
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
泣

い
て
席
を
立
つ
被
災
し
た
支
援

員
や
、
講
師
の
話
に
つ
い
て
い

け
な
い
支
援
員
の
姿
が
あ
っ

た
。
最
後
に
浜
上
さ
ん
の
リ
ー

ド
で
、
支
援
員
同
士
が
ペ
ア
に

な
り
、
お
互
い
に
「
あ
な
た

は
、
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
か

ら
ね
」
と
背
中
を
さ
す
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
支
援

者
と
し
て
職
に
就
く
自
分
を
整

理
す
る
姿
も
み
ら
れ
た
。
浜
上

さ
ん
に
会
う
と
、
元
気
に
な

る
。
前
向
き
に
な
れ
る
。
浜
上

さ
ん
の
和
や
か
な
語
り
と
微
笑

み
に
、「
癒
さ
れ
る
」「
浜
上
さ

ん
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
慕
う
支
援
員
も
多
い
。

「
私
も
き
び
し
い
職
場
環
境

の
な
か
で
う
つ
状
態
に
な
り
、

『
自
分
は
本
当
に
ダ
メ
な
人
間

だ
』
と
悩
み
、
死
を
い
つ
も
考

え
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
だ
か

ら
、
し
ん
ど
い
人
や
落
ち
込
ん

で
い
る
人
の
気
持
ち
が
少
し
わ

か
る
。
人
に
“
ダ
メ
な
自
分
”

の
ま
ま
否
定
さ
れ
ず
受
け
止
め

て
も
ら
う
こ
と
で
、
も
う
少
し

だ
け
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
、
と

思
え
た
経
験
を
し
て
い
る
か
ら
」

そ
し
て
２
０
１
2
年
10
月
、

浜
上
さ
ん
は
研
修
会
で
、
支
援

員
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
熱
心

に
語
り
取
り
組
む
姿
を
見
て
、

支
援
員
と
し
て
も
一
人
の
人
間

と
し
て
も
大
き
く
進
化
し
て

い
る
こ
と
を
感
じ
た
。「
目
と

目
を
合
わ
せ
て
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
お
お
ら
か
に
な
っ

た
」「
世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な

人
が
い
る
ん
だ
、
と
い
う
人

間
観
が
も
て
た
」「
生
き
て
い

る
だ
け
で
い
い
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
家
族
に
や
さ
し

く
な
れ
た
」
そ
ん
な
ふ
う
に
、

自
分
の
変
化
を
支
援
員
た
ち
が

語
っ
た
の
だ
。「
訪
問
す
る
の

を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
」「
私

が
休
む
と
心
配
し
て
く
れ
る
」

「
あ
り
が
と
う
、
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
自
分
の
喜
び
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
、
生
き
い
き

と
話
す
支
援
員
た
ち
。
１
年
前

の
研
修
会
で
は
、
ど
の
支
援
員

も
は
じ
め
て
の
仕
事
と
職
場
の

意
識
も
ち
ぐ
は
ぐ
な
な
か
で
大

き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
そ

の
支
援
員
が
、
日
々
被
災
者
と

接
し
、
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
悩

み
、
苦
し
み
、
継
続
的
な
心
の

こ
も
っ
た
支
援
を
し
て
き
た
こ

と
が
、
支
援
員
同
士
の
仲
間
意

識
や
一
体
感
を
生
み
、
被
災
住

民
と
の
心
の
通
う
信
頼
関
係
を

育
ま
せ
た
の
だ
と
感
じ
た
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
支
援
員
と
し

て
の
仕
事
に
、
喜
び
を
感
じ
て

い
る
姿
が
、
浜
上
さ
ん
の
胸
を

熱
く
し
た
。

「
人
を
支
援
す
る
仕
事
は
、

喜
び
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
、

実
は
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
支
え
た
り
、
支
え
ら
れ

た
り
す
る
関
係
が
、
お
互
い
に

人
と
し
て
成
長
す
る
尊
さ
に
つ

な
が
る
。
支
援
員
の
皆
さ
ん
が

元
気
で
被
災
者
と
向
き
合
え
る

よ
う
に
、
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト

で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
小

特集 暮らしを支えるアドバイザー

宮城県被災者支援従事者研修で、
支援員とグループワークに取り組
む浜上さん
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障害者と高齢者が、
ともに地域で暮らすための
仕掛けを

福
島
の
障
害
福
祉
を
立
て
直
す

た
め
に

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

で
散
り
散
り
に
な
っ
た
福
島
県

内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点

を
立
て
直
し
、
さ
ら
に
住
み
よ

い
地
域
に
し
た
い
と
県
内
７
圏

域
を
奔
走
し
て
い
る
の
が
山
田

優
さ
ん
だ
。
愛
知
県
知
多
半
島

で
30
年
間
知
的
障
害
者
の
地
域

生
活
支
援
に
携
わ
り
、そ
の
後
、

長
野
県
駒
ヶ
根
市
に
あ
る
県
立

の
障
害
者
入
所
施
設「
西
駒
郷
」

の
地
域
生
活
移
行
支
援
に
５
年

間
か
か
わ
っ
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
あ
る
。

避
難
を
強
い
ら
れ
た
障
害

児
・
者
の
暮
ら
し
を
支
え
、
職

員
不
足
や
経
営
不
振
で
あ
え
ぐ

事
業
所
を
支
え
よ
う
と
、
福
島

県
で
は
２
０
１
２
年
１
月
よ
り

「
被
災
地
に
お
け
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。事
業
内
容
は
、

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整

備
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」

を
は
じ
め
、避
難
し
た
障
害
児
・

者
世
帯
を
訪
ね
歩
い
て
相
談
や

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
「
相
談
支

援
充
実
・
強
化
事
業
」、
日
中

の
活
動
場
所
を
確
保
す
る
た
め

の
「
障
が
い
者
自
立
支
援
拠
点

整
備
事
業
」「
発
達
障
害
者
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
事

業
」、
職
員
不
足
の
事
業
所
に

全
国
か
ら
の
応
援
ス
タ
ッ
フ
を

派
遣
す
る
「
福
祉
・
介
護
職
員

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」、
風
評
被

害
を
受
け
て
い
る
就
労
支
援
事

業
所
の
商
品
を
積
極
的
に
売
り

込
む
「
障
害
者
就
労
支
援
事
業

所
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
（
6

頁
図
）。
ど
れ
も
重
要
な
支
援

策
だ
。

こ
の
な
か
で
「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
」の
事
務
局
を
、

い
わ
き
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
い
わ
き
福
音
協
会
が
受
託
し

て
お
り
、
山
田
さ
ん
は
総
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
な

が
ら
、
避
難
区
域
か
ら
拠
点
を

仮
に
移
し
た
事
業
所
の
ス
タ
ッ

フ
や
、
派
遣
要
請
に
応
え
て
く

れ
た
全
国
か
ら
の
応
援
ス
タ
ッ

フ
な
ど
と
一
緒
に
、
７
圏
域
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
県
・
市
町
村
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
へ
の
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　制
度
や
縦
割
り
に
縛
ら
れ
ず
に

避
難
し
た
障
害
児
・
者
を
訪

問
す
る
際
に
は
、
避
難
先
の
情

報
開
示
を
自
治
体
か
ら
拒
否
さ

◎福島県被災地における障害福祉サービス基盤整備事業 アドバイザー派遣事業事務局（福島県）

山田 優（やまだ・まさる）

日本福祉大学社会福祉学部卒業。

1985 年、障がい者入所更生施設ま

ど か 施 設 長。1997 年、 愛 知 県 に

「知多地域障がい者生活支援セン

ターらいふ」を設立（所長兼コー

ディネーター）。2005 年、長野県

西駒郷地域生活支援センター所長。

2012 年１月より現職。長野県駒ヶ

根市の自宅と福島県を行ったり来

たりの日々。趣味の葡萄づくりは、

本格的でおいしいと評判に。

Profile

　総括コーディネーター　山田 優さん
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小

と
嘆
く
事
業
所
の
職
員
に
出
会

う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
地
域
の

高
齢
者
福
祉
施
設
も
出
席
す
る

会
議
の
席
上
で
、
在
宅
の
障
害

者
か
ら
相
談
を
受
け
た
高
齢
者

福
祉
施
設
が
お
風
呂
を
提
供
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
ほ

ら
、
こ
こ
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

実
績
が
あ
る
高
齢
者
施
設
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
。
立
派
な
資
源

だ
」
と
そ
の
職
員
に
語
っ
た
と

い
う
山
田
さ
ん
。
制
度
や
縦
割

り
に
縛
ら
れ
ず
に
、
住
み
よ
い

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
視
点
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
本

来
の
「
自
立
支
援
協
議
会
」
の

あ
り
方
だ
と
話
す
。

「
制
度
化
さ
れ
た
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
レ
ス
パ
イ
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
す
べ
て
先

駆
的
な
民
間
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
て
、
後
追
い
で
制
度
化

さ
れ
た
だ
け
。
今
回
の
事
業
を

と
お
し
て
、
市
町
村
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
埋
め
る

だ
け
で
な
く
、
圏
域
ご
と
の

サ
ー
ビ
ス
の
底
上
げ
を
図
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

『
地
域
共
生
ケ
ア
』
づ
く
り

　

山
田
さ
ん
の
対
象
は
、
障
害

者
に
留
ま
ら
な
い
。
高
齢
化

40
％
の
過
疎
地
域
で
は
、
老
老

介
護
だ
け
で
な
く
、
80
歳
の
親

が
60
歳
の
障
害
の
あ
る
息
子
の

面
倒
を
み
る
『
老
障
介
護
』
が

起
き
て
い
る
。
高
齢
者
福
祉
施

設
は
町
ご
と
に
１
か
所
あ
っ
て

も
、
障
害
者
が
日
中
通
う
事
業

所
な
ど
は
絶
対
数
が
少
な
い
た

め
、
隣
町
の
事
業
所
ま
で
長
時

間
か
け
て
通
う
場
合
も
あ
り
、

利
用
者
の
負
担
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
山
田
さ
ん
は
、

「
障
害
者
と
高
齢
者
が
一
緒
に

過
ご
せ
る
『
地
域
共
生
ケ
ア
』

の
事
業
所
を
、
地
域
ご
と
に
つ

く
っ
て
い
け
た
ら
」
と
考
え
て

い
る
。
通
い
や
す
い
距
離
に
高

齢
者
も
障
害
者
も
集
う
こ
と

で
、
互
い
を
理
解
し
、
地
域
で

助
け
合
う
土
壌
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
。

こ
の「
被
災
地
に
お
け
る
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事

業
」
は
２
０
１
３
年
３
月
末
ま

で
の
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
来

年
度
も
継
続
で
き
る
よ
う
県
が

国
に
予
算
を
申
請
中
だ
。「
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
総
動
員
し
て
知

恵
を
絞
る
日
々
が
楽
し
い
し
、

元
気
な
福
島
の
人
た
ち
に
出
会

え
る
の
が
一
番
の
幸
せ
。
ぜ
ひ

障
害
者
と
高
齢
者
が
、
と
も
に

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
仕
か
け

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
山

田
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
る
。

れ
、「
困
っ
て
い
る
、
と
電
話

を
く
れ
る
相
談
者
し
か
把
握
で

き
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
っ

た
」
と
話
す
山
田
さ
ん
。
震

災
・
原
発
事
故
か
ら
１
年
経
っ

て
、
よ
う
や
く
双
葉
８
町
村
の

障
害
福
祉
計
画
担
当
者
が
集
ま

る
「
自
立
支
援
協
議
会
」
を
二

本
松
市
で
開
く
こ
と
が
で
き
、

自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
の
責

任
の
も
と
で
、
今
年
８
月
避
難

先
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
す
ぐ
に
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で

全
戸
訪
問
を
展
開
し
、
支
援
の

必
要
な
人
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
始
め
た
。

一
方
、
障
害
福
祉
計
画
の
進

行
管
理
役
と
し
て
県
、
圏
域
ま

た
は
市
町
村
ご
と
に
設
置
が
必

須
で
あ
る「
自
立
支
援
協
議
会
」

が
形
骸
化
し
な
い
よ
う
に
支
援

す
る
の
も
、
こ
の
事
業
の
特
徴

だ
。
山
田
さ
ん
は
福
島
県
内
を

歩
く
な
か
で
、「
私
の
ま
ち
に

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
足

り
な
い
。
社
会
資
源
が
な
い
」

勉強会の様子

相談支援事業所

福島県の被災地における障害福祉サービス基盤整備事業の全体図

県 内 外 法 人 等

支 援
支 援

支 

援

サ
ー
ビ
ス
利
用

アドバイザー派遣

アドバイザー
派遣調整アドバイザー派遣事業（事務局）

障がい児・者

相談支援充実・強化事業

●障がい者自立支援拠点整備事業
●発達障害者障害福祉サービス
　利用支援事業

総括コーディネーター

市町村

職員不足 経営不振 事業所の立ち上げ改正法に基づく新体系への移行等
事
業
所

地域自立支援協議会の活性化

基幹相談支援センター立ち上げ外

アドバイザーに対する助言・指導

障がい福祉課
各保険福祉事務所

部会長会議コーディネーター
副コーディネーター

福祉・介護職員
マッチング事業

障害者就労支援事業所
コーディネーター事業

自立支援協議会
各部会長連

携

連
携

連
携

連携

連携

連携

連携

日中活動の場の確保

支
援
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

支
　
援

運
営
状
況
把
握
・
相
談
受
付
・ニ
ー
ズ
の
把
握

障害福祉サービス基盤整備
支援アドバイザー事業

相談支援アドバイザー事業各
保
健
福
祉
圏
域
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寄
り
添
い
型
の
支
援

震
災
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
建
す

べ
く
、
岩
手
県
の
人
た
ち
を
支

え
て
い
る
人
物
が
い
る
。
岩
手

大
学
農
学
部
共
生
環
境
課
程
教

授
の
広
田
純
一
さ
ん
だ
。
震
災

直
後
よ
り
、
国
の
復
興
構
想
会

議
検
討
部
会
の
専
門
委
員
と
し

て
活
動
。
ま
た
、
岩
手
県
の
三

陸
大
津
波
復
興
委
員
会
の
総
合

企
画
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
岩
手
県
の
復
興
計
画
づ
く
り

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

岩
手
大
学
で
立
ち
上
げ
た
三
陸

復
興
推
進
機
構
の
生
活
再
建
部

門
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
支

援
班
長
と
し
て
、
沿
岸
部
の
自

治
組
織
の
調
査
、
町
内
会
や
復

興
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動
支

援
、
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
な
ど
、
多
く
の
活
動
を
続

け
て
い
る
。
自
身
の
活
動
を
、

「
住
民
同
士
が
集
ま
れ
る
機
会

や
話
し
合
え
る
機
会
を
一
緒
に

つ
く
る
、寄
り
添
い
型
の
支
援
」

だ
と
語
る
。

住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り

広
田
さ
ん
が
活
動
支
援
を
続

け
る
地
域
の
一
つ
に
、
岩
手
県

大
船
渡
市
崎
浜
地
区
が
あ
る
。

◎岩手大学農学部共生環境課程　（岩手県）

地域コミュニティの
自立を支える

２
０
１
１
年
６
月
、
全
戸
参
加

の
住
民
自
治
組
織
「
崎
浜
公

益
会
」
の
主
導
で
、
崎
浜
復

興
会
議
が
結
成
さ
れ
た
。
崎

浜
地
区
は
、
戸
数
２
2
5
世

帯
の
地
域
だ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
の
約
50
世
帯
が
津
波
被
害
に

よ
っ
て
全
壊
。
自
分
た
ち
の
地

区
の
復
興
計
画
の
策
定
や
復
興

に
向
け
た
諸
活
動
を
実
施
す
べ

く
、
結
成
さ
れ
た
崎
浜
復
興
会

議
に
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
と

し
て
、
地
区
内
の
住
民
や
各
団

体
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
広
田
さ
ん
と

広
田
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る

N
P
O
法
人
い
わ
て
地
域
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
が
任
命
さ

れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
22
人
。
自

分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の

力
で
復
興
に
導
こ
う
と
、
奮
闘

し
て
い
る
。

定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
会
議

は
、
記
録
係
と
し
て
学
生
も
加

わ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
行
わ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
抱
え
て
い
る
課
題
の
整
理
や

住
宅
移
転
計
画
の
立
案
、
住
民

主
導
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

検
討
な
ど
が
話
題
の
中
心
だ
。

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
と
い
ろ

ん
な
人
の
意
見
が
出
や
す
く
な

る
」
と
広
田
さ
ん
。
一
般
に
自

治
会
は
世
帯
主
中
心
で
構
成
さ

広田純一（ひろた・じゅんいち）

岩手大学農学部教授、農学博士。専門は

農村計画・地域計画。1990 年代後半から

学生とともに県内を中心に各地の地域づ

くり活動支援に精力を注いでいる。震災

後は、国・県・市町村の復興計画の策定

や被災コミュニティ支援に当たっている。

Profile

教授　広田 純一 さん

れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
ど
う

し
て
も
メ
ン
バ
ー
が
中
高
年
の

男
性
に
偏
っ
て
し
ま
い
、
女
性

や
若
い
人
の
意
見
が
反
映
さ
れ

に
く
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
に
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

が
意
見
を
述
べ
や
す
い
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
検

討
の
な
か
か
ら
「
番ば

ん
や屋
建
設
」

「
記
録
誌
作
成
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
」
と
い
う
、
地
区
独
自

の
３
つ
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
っ
た
。

崎
浜
地
区
の
未
来
に
向
け
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
際
、
男

性
が
外
に
出
る
き
っ
か
け
が
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
が
っ
た
。

漁
村
集
落
だ
っ
た
崎
浜
地
区
で

は
、
震
災
後
、
中
高
年
の
男
性

が
日
中
外
出
す
る
場
所
が
な

く
、
と
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ

た
。「
男
性
が
長
靴
で
立
ち
寄

れ
る
と
こ
ろ
を
つ
く
ろ
う
」
と

始
ま
っ
た
番
屋
の
建
設
に
は

N
P
O
法
人
い
わ
て
地
域
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
、
岩
手
大

学
、
神
奈
川
大
学
、
東
京
の
建

築
コ
ン
サ
ル
会
社
が
協
力
。
漁

師
の
男
性
を
中
心
に
建
設
が
開

始
さ
れ
た
。「
建
設
活
動
に
来

て
い
る
男
性
た
ち
か
ら
は
楽
し

み
が
で
き
た
と
い
う
声
が
聞
か
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の
様
子
を
伝
え
よ
う
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
崎
浜

地
区
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
者

た
ち
の
活
躍
に
、
期
待
が
高
ま

る
。

陰
の
支
え

復
興
へ
導
く
主
役
は
住
民
自

身
。
広
田
さ
ん
の
活
動
は
、
国

の
制
度
や
他
地
域
の
取
り
組
み

な
ど
の
情
報
提
供
や
活
動
の
進

め
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
そ
し

て
住
民
自
身
が
復
興
へ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
す
場
所
を
設
け
実

践
す
る
際
に
住
民
た
ち
だ
け
で

行
う
の
は
少
し
難
し
い
部
分
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
決
し
て

主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
の
で

は
な
く
、
陰
の
支
え
と
な
っ
て

い
る
。

「
震
災
に
よ
っ
て
弱
体
化
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
再
び
自

助
の
芽
が
出
始
め
て
い
る
。
そ

の
芽
が
育
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
自
立
し
て
い
く
過
程
を
支
え

る
支
援
を
行
い
た
い
」
と
語
る

広
田
さ
ん
。
震
災
か
ら
の
復
興

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
地
域
の

活
力
が
高
ま
る
よ
う
、
尽
力
し

続
け
て
い
る
。

れ
て
い
る
」
と
、
広
田
さ
ん
。

完
成
後
に
は
、
よ
り
多
く
の
男

性
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
居

場
所
に
な
る
だ
ろ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
2
つ
目

で
あ
る
記
録
誌
作
成
の
実
践
者

は
女
性
た
ち
だ
。「
こ
の
経
験

を
残
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
崎
浜
地
区
の
震
災
の
記
録

誌
作
成
に
至
っ
た
。
仮
設
住
宅

で
結
成
さ
れ
た
女
子
会
を
中
心

と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
仮
設
住

宅
住
民
へ
聞
き
取
り
を
行
い
、

制
作
。彼
女
た
ち
自
身
も
ま
た
、

情
報
提
供
者
で
あ
る
。
記
録
誌

の
挨
拶
部
分
に
書
か
れ
た
「
崎

浜
が
崎
浜
と
し
て
、
未
来
へ
歩

き
出
す
た
め
に
」と
い
う
一
文
。

住
民
た
ち
が
自
ら
の
力
で
復
興

へ
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
こ

う
と
す
る
、
確
固
た
る
決
意
が

感
じ
ら
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
つ
目
の
崎

浜
地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

の
構
想
は
、
広
田
さ
ん
た
ち
か

ら
の
提
案
だ
っ
た
。
震
災
を

き
っ
か
け
と
し
て
地
区
に
戻
っ

て
き
た
若
者
も
い
る
こ
と
か

ら
、
若
者
の
役
割
を
つ
く
ろ
う

と
、
始
め
ら
れ
た
。
20
歳
代
の

メ
ン
バ
ー
５
人
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
人
た
ち
へ
、
崎
浜
の
復
興

菅

将来に向かって、
ともに歩むアドバイザー

専門家に聞く地域づくりの
ヒント

　私は、コミュニティに、①コミュニティに所属する
もの同士の相互のかかわり、②かかわりに対するアイ
デンティティ、愛着、③それらを実現しやすい地理的
な空間、④互いを認め合うコンセンサスと一定の規
範、⑤コミュニティを支える宗教や祭りなどの文化、⑥
人材や活動などの一定の地域資源、が必要であると
考えています。ここに登場する３人のアドバイザー
は、住民の日々の生活の営みから生み出される、コミュ
ニティ再生への取り組みを一緒に進めてきています。 

●浜上さんは、阪神・淡路大震災を経験しておられます。
そこで、支援の知識と方法を習得し、反省点も熟知してい
るゆえに、宮城県内の被災地で働く支援員の痛みが理解で
き、多くの支援員の支えになっているのではないでしょう
か。痛みを経験している人は、「〜すべき」とは言いません。
可能なあらゆる打開策を模索しつつも、当事者ができると
思えること、したいと思うことから始めます。そこに共
感が生まれ、力強い一歩を踏み出すことができるのです。

●山田さんの働きは、地域共生ケアを目指したものであ
り、方針と手段において明確であるゆえに、説得力をも
ちます。「障害者の○○さん」と言われることはあっても、

「住民の○○さん」と言われることが少ないと、友人は私
に言いました。サービスの基盤整備のために、今までやっ

てきたように、活用できる地域資源を掘り起こし、組み
合わせて、共生の社会づくりを実証していただきたいと
思います。

●広田さんの働きは、「思いと力とかかわりを再生する試
み」であると思います。実に丁寧に、かつてのコミュニティ
を確認し、今の課題を共有しています。聞き取り調査、ワー
クショップ形式の会議や記録の作成、課題の共有化など、
少しでも多くの住民が参加できるきめ細かな取り組みを
行っています。その積み重ねが、地域の福祉力を引き出し、
住民を主体とする明日に向けたコミュニティの再生を可
能にするのです。

　  
「いたい人」から「いてほしい人」へ
 
　「被災地の復興は、私たちの未来である」と考えていま
す。だからこそ、被災地支援にかかわっています。しかし、
その場に「いたい人」と「いてほしい人」の間には、大
きな狭間があると思います。私自身も、宮城県のある市で、
自分がしたいので、お願いして、地域福祉活動計画の策
定にかかわっています。いつか、「いてほしい人」となる
ことが私の望みです。

社会福祉制度政策・地域福祉・高齢者福祉を専門とする。
全国・都道府県・市区町村の行政、社協、民間団体に
おける計画の策定、実施、評価および調査研究、人材
養成・研修等に多数かかわる。近年、利用者の生きる姿、
個性そして尊厳を大切にした「生活の質」(QOL) 重視型
サービスの研究に関心をもっている。

ルーテル学院大学 学長／人間総合学部社会福祉学科・
大学院人間福祉学研究科社会福祉学専攻  教授

市川 一宏（いちかわ・かずひろ）さん

特集 暮らしを支えるアドバイザー
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東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
で
、
自

宅
も
農
地
も
加
工
所
も
失
っ
た
福
島
県

あ
ぶ
く
ま
地
域
の
女
性
農
業
者
た
ち

は
、
地
産
に
こ
だ
わ
っ
た
特
産
品
や
加

工
食
品
、
そ
し
て
地
域
お
こ
し
の
担

い
手
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
「
か
ー

ち
ゃ
ん
」
た
ち
の
も
つ
知
恵
や
技
を

避
難
先
で
も
活
か
す
場
が
ほ
し
い
と
、

２
０
１
１
年
10
月
「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
る
。
飯

館
村
で
独
自
の
品
種
を
守
り
、
あ
ぶ
く

ま
地
域
の
地
域
お
こ
し
に
も
力
を
入
れ

て
き
た
渡
邊
と
み
子
さ
ん
（
会
長
）
が
、

各
地
に
避
難
す
る
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
を

訪
ね
歩
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

現
在
、
11
人
の
か
ー
ち
ゃ
ん
（
出

身
地
は
右
下
の
地
図
の
ピ
ン
ク
部
分
）

が
、
活
動
拠
点
で
あ
る
福
島
市
松
川
町

の
「
あ
ぶ
く
ま
茶
屋
」
で
、餅
や
漬
物
、

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
災
し
た

東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
に
よ

り
、
全
国
47
都
道
府
県
、
１
２
０
０
以

上
の
市
区
町
村
に
、
32
万
４
８
５
８
人

が
避
難
ま
た
は
転
居
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
自
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人

の
数
は
、
福
島
県
か
ら
５
万
８
６
０
８

人
、
宮
城
県
か
ら
８
１
２
０
人
、
岩
手

県
か
ら
１
６
８
１
人
で
す
（
２
０
１
２

年
11
月
７
日
復
興
庁
発
表
）。
こ
の
ま

ま
定
住
す
る
の
か
、故
郷
に
戻
る
の
か
、

心
が
揺
れ
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

た
と
え
一
時
の
仮
の
暮
ら
し
で
あ
っ

て
も
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
で
、
お
互
い
に

理
解
し
、
支
え
合
い
、
豊
か
な
暮
ら
し

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

避
難
先
で
地
元
の
人
た
ち
と
と
も
に

暮
ら
し
、
支
え
合
う
取
り
組
み
を
紙
面

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
支
援

者
が
交
流
し
て
手
を
つ
な
ぐ
た
め
の
媒

体
と
し
て
、
こ
の
情
報
紙
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

焼
き
菓
子
な
ど
の

加
工
品
づ
く
り
や
、

仮
設
住
宅
で
の
食

生
活
改
善
を
視
野

に
入
れ
た
手
づ
く

り
弁
当
の
販
売
を
行
う
。

　

す
べ
て
の
商
品
で
放
射
性
物
質
検
査

を
実
施
し
て
お
り
、
世
界
で
最
も
厳
し

い
と
い
わ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
基
準

（
野
菜
１
kg
あ
た
り
40
ベ
ク
レ
ル
未
満
）

よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
基
準
（
１
kg
あ

た
り
20
ベ
ク
レ
ル
未
満
）
を
設
け
て
い

る
。「
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
は
誰
よ
り
も
強
い
。「
末

永
く
応
援
を
い
た
だ
け
る
活
動
に
し
て

い
き
た
い
」
と
渡
邊
さ
ん
は
話
す
。

女
性
の
力
で
あ
ぶ
く
ま
地
域
の
復
興

全
国
に
避
難
し
た
約
33
万
人
の
暮
ら
し
を
支
え
合
う

広
域
避
難
者
を
支
え
合
う
情
報
紙

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
／
平
成
24
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業

発
行
：
２
０
１
３
年
1
月
20
日

発
行
：
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
C
L
C)

〒
9
8
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0
9
3
2
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
木
町
16
番
30
号 

シ
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clc-japan.com

会長の渡邊とみ子さん

愛情いっぱいの商品
（白餅、よもぎ餅、じゃ

がいもクッキー）

都道府県別の避難者等の数
                  （2012 年 11 月 7 日復興庁発表、単位：人）

   (10 月 10 日発表数と比べ -2,015)

北海道　         2,985

東北

　青森県　     1,241

　岩手県　  41,695

　宮城県　113,717

　秋田県　    1,311

　山形県　  11,121

　福島県　  99,139

　新潟県　     6,253

関東　　　　 34,369

東海・北陸　  2,896

近畿　                 4,252

中国　                 1,928

四国　                    539

九州・沖縄　    3,412

合計　            324,858

小

vol.2

無　料

◎
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
福
島
市
）

DATA

かーちゃんの力・プロジェクト協議会
福島県福島市松川町金沢字船場3-27

「あぶくま茶屋」
TEL 024-567-7273
http://www.ka-tyan.com/

福島県

川俣町

福島市
飯館村

浪江町

葛尾村

田村市

川内村
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◎
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
お
い
で
（
山
形
県
米
沢
市
）

　

福
島
県
に
接
す
る
人
口
約
８
万
９
千

人
の
米
沢
市
に
は
、
ピ
ー
ク
時
に
３
，

８
９
５
人
の
被
災
者
が
暮
ら
し
て
い

た
。
市
で
は
、
避
難
者
を
雇
用
し
て

「
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
お
い
で
」
を

２
０
１
１
年
６
月
６
日
に
開
設
。
当

時
、
避
難
者
２
４
０
世
帯
が
入
居
し
て

い
た
、
八
幡
原
工
業
団
地
に
隣
接
す
る

万ば
ん
せ
い世
地
区
の
雇
用
促
進
住
宅
に
近
い
万

世
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
居
を
構

え
、
避
難
者
の
実
態
調
査
と
相
談
対
応

を
始
め
た
。

　

地
元
の
生
活
ク
ラ
ブ
主
催
で
、
避
難

者
対
象
の
託
児
付
き
の「
き
っ
さ
万
世
」

を
毎
週
開
き
、
子
育
て
世
代
か
ら
年
配

の
人
ま
で
20
人
ほ
ど
が
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
。
参
加
者
が
帰
り
際
に
「
お
い

で
」
に
立
ち
寄
っ
て
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

に
あ
る
福
島
県
の
地
元
紙
を
読
ん
だ

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し

て
い
く
場
と
し
て
も
定
着
し
た
。
今
年

４
月
に
現
在
の
市
中
心
部
へ「
お
い
で
」

が
移
転
し
た
あ
と
も
、
お
茶
会
の
開
催

は
継
続
さ
れ
、
お
い
で
の
ス
タ
ッ
フ
も

参
加
し
て
関
係
を
築
い
て
い
る
。

　

お
い
で
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
内

容
に
よ
っ
て
関
係
機
関
に
つ
な
ぎ
、
市

や
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
も
定
期

的
に
情
報
交
換
し
て
い
る
が
、
先
の
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
の
な
か
で
、
今

後
の
住
宅
や
仕
事
、
家
庭
事
情
な
ど
解

決
し
が
た
い
内
容
も
増
え
て
い
る
。
事

務
長
の
上
野
寛
さ
ん
は
、「
親
身
に
相

談
に
の
り
、
結
果
は
出
な
く
て
も
満
足

し
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
対
応

を
心
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ

自
身
が
一
人
で
相
談
内
容
を
抱
え
込
ま

な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
た

い
」
と
話
す
。

　

現
在
は
、
原
発
事
故
で
福
島
県
内
陸

か
ら
自
主
避
難
し
て
く
る
母
子
世
帯
が

増
え
、
多
く
が
市
役
所
周
辺
に
点
在
し

て
暮
ら
し
て
い
る
。
米
沢
市
で
は
乳
幼

児
の
い
る
世
帯
に
ゴ
ミ
袋
の
無
料
引
換

券
を
配
布
し
な
が
ら
実
態
把
握
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、「
や
ま
が
た
育
児

サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
」
と
協
働
で
「
ま
ま

カ
フ
ェ
」
を
今
年
４
月
よ
り
週
１
回
開

い
て
お
り
、
毎
回
20
～
30
歳
代
の
母
子

20
組
ほ
ど
が
集
い
、
小
児
科
や
遊
び

場
、
飲
食
店
な
ど
の
情
報
交
換
や
育
児

談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
。
仕
事
で
福
島

に
残
っ
た
夫
と
週
末
に
会
う
二
重
生
活

に
悩
む
母
親
も
多
い
。
お
い
で
は
、
福

島
の
自
治
体
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
下
に
あ
る
避
難
者
の
暮

ら
し
を
支
援
し
て
い
る
。

避
難
者
が
憩
え
る
相
談
処

小

靴を脱いでくつろげるカーペット敷きの「おいで」

情報が掲示され、親子連れが遊べるスペースもある

上）誰もが使えるパソ
コンと血圧測定器。親
子 連 れ が 遊 べ る お も
ちゃスペースもある

下）福島の新聞が閲
覧 で き、 コ ー ヒ ー も
無料

山形県
米沢市

米沢市避難者支援センターおいで
〒992 -0012 山形県米沢市金池 3-1-14
置賜総合文化センター 2 階
TEL 0238-26-8003 FAX 0238-26-8032
http://yonezawanet. jp/oide/

DATA
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小

福
島
に
つ
い
て
　

　
　
　
自
由
に
対
話
で
き
る
場
を

◎
山
形
避
難
者
母
の
会
（
山
形
県
）

　
「
山
形
避
難
者
母
の
会
」
は
、
福
島

第
一
原
発
事
故
を
受
け
て
山
形
県
内
へ

避
難
し
て
き
た
母
子
の
会
だ
。
１
１
２

人
い
る
会
員
の
多
く
が
、
放
射
線
量
の

高
い
福
島
県
中
通
り
か
ら
自
主
避
難
し

て
い
る
。

　

代
表
の
中
村
美
紀
さ
ん
は
、
郡
山

市
で
「
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
I イー
エe
」

を
主
宰
す
る
３
児
の
母
で
、
原
発
事
故

後
も
不
安
に
思
い
な
が
ら
郡
山
市
で
暮

ら
し
て
い
た
が
、
子
ど
も
の
目
の
下
に

ク
マ
が
で
き
、
口
内
炎
や
鼻
血
が
出
る

よ
う
に
な
っ
て
、
夫
の
勧
め
も
あ
り
、

２
０
１
１
年
８
月
に
山
形
市
内
へ
母
子

避
難
し
た
。
当
初
は
「
自
主
避
難
＝
自

己
責
任
」
と
の
風
潮
も
あ
り
、
肩
身
の

狭
い
思
い
で
い
た
が
、
山
形
県
内
に
避

難
し
て
い
た
母
親
た
ち
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
「
り
と
る
福
島
」
の
存
在
や
、

山
形
で
出
会
っ
た
人
た
ち
に
肩
を
押
さ

れ
て
、
２
０
１
１
年
９
月
に
会
を
立
ち

上
げ
、
国
や
行
政
、
議
員
と
の
意
見
交

換
会
、
要
望
書
の
提
出
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
避
難
生
活
が
長
引
く
な
か

で
、
保
育
所
、
雇
用
、
情
報
支
援
が
不

足
し
て
い
る
と
訴
え
る
。

　

２
０
１
２
年
５
月
に
は
、
避
難
し
て

き
た
母
子
が
孤
立
せ
ず
に
集
え
る
場
を

つ
く
ろ
う
と
、
福
島
県
地
域
協
働
モ
デ

ル
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、「
村
山
地

区
ふ
く
し
ま
子
ど
も
未
来
広
場
」
を
山

形
市
内
に
開
設
。
保
育
士
や
看
護
師
な

ど
の
資
格
を
も
つ
避
難
者
マ
マ
が
常
駐

し
て
お
り
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
の
あ
る

空
間
を
無
料
で
利
用
で
き
る
。
ふ
だ
ん

ひ
と
り
で
子
育
て
し
て
い
る
母
親
に
美

容
室
な
ど
に
行
く
時
間
も
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
１
～
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

一
時
預
か
り
も
実
施
し
て
い
る
（
１
時

間
２
０
０
円
）。
料
理
教
室
や
、
裁
縫

を
楽
し
む
「
ち
く
ち
く
カ
フ
ェ
」、
託

児
付
き
の
「
お
話
し
会
」
な
ど
の
催
し

も
好
評
で
、
10
月
に
開
い
た
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
１
２
０
人
も
の
参

加
が
あ
っ
た
。
金
曜
の
夜
に
は
、
電
気

を
消
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
の
も

と
、
モ
ビ
ー
ル
づ
く
り
や
蜜み

つ
ろ
う蝋
の
キ
ャ

ン
ド
ル
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
む
「
よ
ぞ

ら
の
会
」
を
開
催
。
山
形
市
内
だ
け
で

な
く
、
南
陽
市
、
寒さ

が

え
河
江
市
な
ど
か
ら

も
参
加
が
あ
り
、
毎
回
50
人
前
後
が
集

ま
る
人
気
企
画
だ
。

　
「
い
ま
福
島
に
は
自
由
に
対
話
で
き

る
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
ん
で
苦
し
ん

で
福
島
を
離
れ
、
残
し
て
き
た
周
囲
の

人
た
ち
に
罪
悪
感
を
抱
い
て
い
る
県
外

の
人
と
、
い
ま
だ
に
思
い
や
不
安
を
吐

き
出
せ
ず
に
い
る
県
内
の
人
を
、
つ
な

ぐ
役
目
も
担
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す

中
村
さ
ん
。「
矛
盾
し
て
い
る
と
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
者
に
『
福

島
に
は
住
み
た
く
な
い
』
と
言
わ
れ
る

と
傷
つ
き
ま
す
。
福
島
に
は
私
た
ち
の

た
い
せ
つ
な
人
が
住
ん
で
い
る
事
実
が

あ
る
か
ら
」
と
胸
の
う
ち
を
明
か
す
。

「
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
大

人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
一
方
で
、

風
評
と
実
害
と
を
き
ち
ん
と
っ
切
り
分

け
て
考
え
、
福
島
の
今
を
き
ち
ん
と
お

伝
え
す
る
役
目
も
県
外
に
出
た
私
た
ち

に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」。
県
外
に
い

て
も
福
島
県
民
で
あ
り
、
福
島
の
人
材

で
あ
る
。
母
親
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
の
せ
て
今
後
も
活
動
し
て
い
く
。

山形避難者母の会
〒 990-0039
山形県山形市香澄町 2-8 - 1 フォーラム山形 2 階

「村山地区ふくしま子ども未来ひろば」内
TEL 070-6950-2940（代表）
http://yamagatahinanhaha.jimdo.com

「村山地区ふくしま子ども未来広場」は子どももママもくつろげる場

DATA

代表の中村美紀さん

福島県

山形県
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２
０
１
２
年
９
月
29
日
、
大
阪
府
豊

中
市
の
千
里
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ラ
ボ
に

て
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
広
域

避
難
者
・
支
援
者
交
流
会
」
を
開
催
し

た
。
大
阪
府
内
外
か
ら
20
人
ほ
ど
の
参

加
が
あ
り
、
思
い
や
悩
み
な
ど
を
共
有

す
る
時
間
と
な
っ
た
。

　

大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
大
阪
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
で
働
く

修し
ゅ
う
で
ん田
翔
さ
ん
は
、
福
島
第
一
原
発
か

ら
５
～
６
km
と
い
う
福
島
県
富
岡
町
に

祖
母
と
両
親
と
住
み
、
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
北
と
大
阪
を
結

ぶ
情
報
紙
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
、
避

難
し
て
い
る
2
2
0
世
帯
す
べ
て
を

直
接
訪
問
し
、
手
渡
し
で
情
報
紙
を
届

け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　

夫
、
子
ど
も
と
と
も
に
福
島
県
南
相

馬
市
か
ら
豊
中
市
に
避
難
し
て
い
る
藍

原
奈
々
さ
ん
は
、「
ふ
る
さ
と
を
捨
て

た
」
と
思
わ
れ
、
親
戚
や
友
人
と
の
確

執
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。
豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
臨
時

職
員
と
し
て
働
く
藍
原
さ
ん
は
、
避
難

者
の
窓
口
相
談
を
担
当
し
て
お
り
、
自

身
の
住
宅
や
仕
事
の
悩
み
な
ど
、
共
感

で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う
。

　

福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
兵
庫
県
宝
塚

市
に
高
校
生
の
息
子
と
避
難
し
て
い
る

佐
藤
愛
弓
さ
ん
は
、
当
初
、
豊
中
市
に

避
難
を
し
、
そ
こ
で
仕
事
に
就
い
た
。

そ
の
後
、
宝
塚
市
に
引
っ
越
し
、
現
在

は
神
戸
市
内
で
勤
務
し
て
い
る
。
佐
藤

さ
ん
は「
豊
中
市
社
協
は
、宝
塚
に
引
っ

越
し
て
か
ら
も
、『
こ
ん
な
仕
事
が
あ

り
ま
す
よ
』と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、

生
活
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
。
忘
れ

ず
に
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
と
い
う

こ
と
が
心
強
い
」
と
い
う
。

　

広
島
県
で
、
一
人
で
避
難
し
て
い
る

人
を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
の
活
動
を
し

て
い
る
「
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
」
の
代
表
、

清
水
美
知
子
さ
ん
は
、「
個
人
の
力
で

は
1
0
0
％
を
支
え
る
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
縁
あ
っ
て

広
島
の
地
に
避
難
し
て
き
た
人
が
、
少

し
で
も
温
か
い
気
持
ち
で
日
々
を
暮
ら

せ
る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
息
長
く
続
け

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
豊
中

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
兼
地

域
福
祉
課
長
の
勝
部
麗
子
さ
ん
は
、「
震

災
か
ら
１
年
半
が
経
ち
、
個
々
の
問
題

が
深
く
な
り
、
溝
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
ど
ん
な
人
で
も
、

一
人
に
さ
せ
な
い
、
一
人
ぼ
っ
ち
を
つ

く
ら
な
い
、
と
い
う
仕
か
け
づ
く
り
を

具
現
化
さ
せ
た
い
」
と
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

東日本大震災における広域避難者・支援者交流会 
近畿・豊中会場

REPORT

宇

大阪府
豊中市

大阪市ボランティア情報センター発行の東北と大
阪を結ぶ情報紙「IMONIKAI」
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生きがい仕事

それぞれの仕事がもつ意味

絆を生む仕事
絆をむすぶ仕事

  七ヶ浜町きずな工房（宮城県七ヶ浜町）

七ヶ浜町きずな工房
〒985-0802 
宮城県七ヶ浜町吉田浜 
字野山 5-9
TEL:080-5737-0868

DATA

5

　

七
ヶ
浜
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
の
小
さ
な
プ
レ
ハ

ブ
小
屋
か
ら
笑
い
声
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。「
七
ヶ
浜
町
き
ず
な

工
房
」
だ
。

　

被
災
者
の
生
き
が
い
や
仕
事

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
七
ヶ
浜

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
が
協
力
し
、 

２
０
１
１

年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
国

の
「
絆
」
再
生
事
業
の
補
助
金

で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
ノ
づ
く
り
の
好
き
な
町
民

10
人
ほ
ど
が
毎
日
集
ま
り
、
小

物
や
バ
ッ
グ
、
木
工
製
品
な
ど

を
つ
く
っ
て
い
る
。
商
品
は
宮

城
県
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
東

北
ろ
っ
け
ん
パ
ー
ク
な
ど
で
の

委
託
販
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
全
国
に
届
け
ら
れ
る
。

　

き
ず
な
工
房
の
特
徴
は
、「
裁

縫
の
部
」
だ
け
で
な
く
、
男
性

も
手
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

「
木
工
」
作
業
を
行
っ
て
い
る

こ
と
だ
。

　
「
裁
縫
の
部
」
は
、
主
に
女

性
が
ミ
シ
ン
や
手
縫
い
で
バ
ッ

グ
や
巾
着
、
小
物
類
を
つ
く

り
、「
木
工
の
部
」
は
、
主
に

男
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
具
を

使
っ
て
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
立
て

や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
縁
台
、
椅

子
、
棚
な
ど
の
制
作
を
行
う
。

　
「
男
性
が
『
木
工
な
ら
ば
…
』

と
参
加
し
て
く
れ
る
」
と
七
ヶ

浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
阿
部

美
紀
さ
ん
は
話
す
。
元
船
大
工

や
、
元
漁
船
の
機
関
士
だ
っ
た

人
な
ど
、「
木
工
の
部
」
に
は

現
在
18
人
が
利
用
登
録
し
て
い

る
。
仮
設
住
宅
の
間
取
り
に
合

う
よ
う
に
家
具
の
大
き
さ
を
調

整
し
、
畳
に
傷
を
つ
け
な
い
よ

う
に
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
、
自

身
の
経
験
を
発
揮
す
る
場
所
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
教
え
た
り
、
教
え
ら
れ
た

り
し
な
が
ら
、
毎
日
ゆ
っ
く
り

作
業
を
し
て
い
ま
す
」
と
阿
部

さ
ん
は
話
す
。
き
ず
な
工
房
は

利
用
す
る
人
す
べ
て
が
活
躍
で

き
る
場
所
を
提
供
す
る
。
こ
こ

で
初
め
て
出
会
う
人
た
ち
も
作

業
を
と
お
し
て
き
ず
な
が
生
ま

れ
て
い
く
。

　

き
ず
な
工
房
で
生
ま
れ
る

「
教
え
た
り
、
教
え
ら
れ
た
り
」

の
役
割
は
、
そ
こ
に
通
う
人
た

ち
の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

木工では男性たちが力を発揮

左から、阿部美紀さんと利用者さん、木工房支援員
の渡辺道夫さん

作業をとおして会話も弾む

七ヶ浜の復興を願ってつくられたストラップ

宮城県
七ヶ浜町
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多
賀
城
市
の
支
援
状
況

宮
城
県
多
賀
城
市
で
は
、

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
に
よ
り
、
多
賀
城
市
の
面
積

の
約
３
３
．
７
%
に
相
当
す

る
、
約
６
６
２
ha
が
浸
水
。
生

活
の
場
だ
け
で
な
く
、
１
８
８

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
被

災
し
た
住
民
た
ち
を
支
援
す
べ

く
、
多
賀
城
市
で
は
被
災
者
状

況
調
査
を
開
始
。
孤
立
・
孤
独

感
防
止
の
た
め
の「
か
か
わ
り
」

の
機
会
の
提
供
と
、
地
域
の

キ
ー
マ
ン
と
の
情
報
共
有
・
連

携
を
支
援
の
要
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
セ
ス
を
重
視

市
内
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
住

宅
は
６
か
所
。
そ
の
住
民
た
ち

の
見
守
り
訪
問
活
動
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
株
式
会
社

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
多
賀
城

市
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
た
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
は
な

く
、“
い
つ
市
に
報
告
し
た
か
”

“
市
の
誰
が
担
当
し
て
い
る
か
”

“
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
の

か
”
な
ど
の
情
報
を
毎
日
ス

タ
ッ
フ
間
で
共
有
す
る
こ
と

で
、
対
応
の
経
過
が
確
実
に
伝

わ
り
、
住
民
の
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
要
望
の
多
か
っ

た
昨
年
は
市
と
の
話
し
合
い
が

毎
日
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
う

い
っ
た
丁
寧
な
対
応
が
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
住
民
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
。

地
域
と
の
か
か
わ
り

多
賀
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
取
り
組
む
「
復
興
支
え
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
は
、
国
府
多
賀
城

駅
南
地
区
仮
設
住
宅
、
多
賀
城

公
園
野
球
場
仮
設
住
宅
、
山
王

市
営
住
宅
跡
地
仮
設
住
宅
の
敷

地
内
に
設
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
地
域
・
在
宅
被
災
者
へ
の

信
頼
関
係
の
構
築
か
ら
地
域
全
体
の
自
立
へ

宮
城
県
多
賀
城
市

まちの仕組み
宮城県多賀城市

２
０
１
１
年
５
月
か
ら
始
ま
っ

た
活
動
の
鍵
と
な
っ
た
の
が

「
連
絡
カ
ー
ド
」
だ
。

訪
問
し
た
際
に
、
住
民
か
ら

聞
い
た
要
望
を
連
絡
カ
ー
ド
の

左
側
に
記
入
。
そ
こ
に
書
か
れ

た
内
容
を
基も

と

に
行
政
と
話
し
合

い
、
カ
ー
ド
の
右
側
に
行
政
か

ら
の
返
答
を
記
入
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
政

か
ら
の
返
答
は
す
ぐ
に
要
望
の

あ
っ
た
住
民
へ
伝
え
て
い
る
。

「
で
き
る
・
で
き
な
い
よ
り
、

自
分
の
出
し
た
要
望
が
今
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
過
程

を
知
り
た
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
の
児
玉

淑よ
し
か
つ克
さ
ん
。
活
動
開
始
当
初
は

支
援
物
資
に
関
す
る
要
望
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
仮
設
住
宅
の

敷
地
内
に
あ
る
溝
や
滑
り
や
す

い
場
所
の
改
善
な
ど
、
生
活
に

関
す
る
も
の
へ
と
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
る
と
話

す
。

宮城県
多賀城市

4

復興支えあいセンター：市社協（被災者サポートセンター）

共立メンテナンス

坂総合病院

・復興支えあい事業（地域支えあい構築事業）

・応急仮設住宅管理運営業務

・健康確認訪問指導事業
・健康確認後フォロー事業

・こころのケア事業

・復興支えあい事業
　（地域支えあい構築事業）

・復興支えあい事業
　（被災者相談・ニーズ把握・ 
　　　　　　　地域サロン事業） 
　ニーズ把握：民間リサーチ会社・応急仮設住宅（プレハブ）健康相談業務

被災者支援全体図
平成 24 年 4 月 12 日

多　賀　城　市

人と人との「関わり」の機会の提供⇒孤立・孤独感の防止

被災者現況調査

生活再建支援室

復興支えあいセンター：（市社協） ㈱ホームナース

緑ヶ丘病院

生活再建支援室

担当課担当課

・保健師（非常勤）による
　健康指導

・健康支援事業
（食生活・リハビリ）（県事）

・救急医療情報
   キャット購入
   配布事業

健康課 健康課 介護福祉課

業務委託
業務委託 業務委託

プレハブ仮設住宅 民賃仮設住宅・在宅

地域のキーマンとの情報共有・連携
（区長、自治会役員、民生委員、ケアマネ、デイ職員等）
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支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
10
月
か
ら
始
め
た

地
域
サ
ロ
ン
活
動
は
、
住
ん
で

い
る
場
所
や
震
災
被
害
の
状
況

に
関
係
な
く
、
生
活
を
支
援
し

て
い
く
体
制
を
つ
く
ろ
う
と
、

地
域
全
体
を
対
象
に
し
て
い

る
。
３
つ
の
地
区
の
集
会
所
や

公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ロ

ン
活
動
の
内
容
は
、
町
内
会
や

民
生
･
児
童
委
員
も
含
め
た

話
し
合
い
で
企
画
。こ
れ
ま
で
、

タ
オ
ル
人
形
づ
く
り
や
交
通
安

全
の
寸
劇
な
ど
を
行
っ
た
。
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
む
サ
ロ

ン
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

性
に
合
わ
せ
た
、
ゆ
る
や
か
な

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

る
。「実

施
し
て
い
る
の
は
３
か

所
の
地
区
で
す
が
、
行
政
区
以

外
の
人
も
も
ち
ろ
ん
参
加
で
き

ま
す
。
い
ろ
ん
な
垣
根
を
越
え

た
交
流
の
場
に
な
れ
ば
」
と
話

す
の
は
、
復
興
支
え
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
復
興
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
菊
地
啓け

い

さ

ん
。
作
成
し
た
サ
ロ
ン
の
チ
ラ

シ
を
回
覧
板
で
回
し
た
り
、
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
な
ど
し
て
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
仮
設
住
宅
の
住
民
た

ち
に
も
声
を
か
け
て
い
る
。「
仮

設
住
宅
で
の
暮
ら
し
か
ら
、
被

災
前
に
住
ん
で
い
た
地
域
に

戻
っ
た
と
き
に
、“
仮
設
住
宅

に
住
ん
で
い
た
人
”で
は
な
く
、

も
っ
と
自
然
な
関
係
で
溶
け
込

め
る
よ
う
に
、
今
か
ら
関
係
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

だ
と
思
う
ん
で
す
」
と
菊
地
さ

ん
は
語
る
。

サ
ロ
ン
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
３
地
区
の
う
ち
、
１
つ
の
地

区
だ
け
は
毎
回
1
0
0
円
の

参
加
費
を
と
っ
て
い
る
。民
生
・

児
童
委
員
か
ら
有
料
の
提
案
が

あ
っ
た
の
だ
。
今
は
サ
ロ
ン
活

動
に
か
か
る
費
用
を
社
会
福
祉

協
議
会
が
全
額
負
担
し
て
い
る

が
、
い
つ
か
は
そ
う
い
っ
た

支
援
の
手
が
な
く
な
る
。
そ
う

な
っ
た
際
、
自
分
た
ち
の
力
で

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、

参
加
費
の
1
0
0
円
は
今
後

の
た
め
の
活
動
資
金
な
の
だ
。

参
加
費
の
管
理
も
、
最
初
は
復

興
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た

が
、
民
生
・
児
童
委
員
に
お
願

い
し
た
。
そ
れ
も
今
後
を
見
据

え
て
の
判
断
。
地
域
の
力
が
芽

生
え
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

と
も
に
自
立
へ

児
玉
さ
ん
と
菊
地
さ
ん
、
ど

ち
ら
も
今
後
の
課
題
を“
自
立
”

だ
と
話
す
。

課
題
と
し
た
こ
と
に
対
し
児

玉
さ
ん
は
、「
自
立
へ
の
促
し

は
、
言
葉
一
つ
違
う
だ
け
で
、

“
突
き
放
さ
れ
た
”
と
誤
解
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
話

し
方
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

支
援
員
同
士
で
ど
う
い
っ
た
声

か
け
が
よ
か
っ
た
か
な
ど
、
些

細
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
た
と
え
ば
水
道
が
故
障
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
と

き
以
前
な
ら
支
援
員
が
直
し
た

り
、
業
者
に
手
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
、
方
法
を
教
え

な
が
ら
一
緒
に
直
す
、
と
い
う

よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
自
立
へ
と
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
」。

す
ぐ
に
“
自
分
た
ち
だ
け
の

力
で
”
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
“
一
緒
に
や
っ
て
み
よ

う
”
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心

が
け
て
い
る
。　
　

暮
ら
し
て
い
る
場
所
や
立
場

は
違
え
ど
、
み
な
同
じ
地
域
の
仲

間
。
お
互
い
に
支
え
合
い
、
一

歩
ず
つ
確
実
に
自
立
へ
と
向
か

う
未
来
を
目
指
し
て
い
る
。

多賀城市社会福祉協議会・復興支えあいセンターの様子
下）  サポートセンターで使用している連絡カード
上）サポートセンターの児玉淑克所長（共立メンテナンス）

菅
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仙
台
さ
ん
（
48
歳:

男
性
）
は
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。
も
と

も
と
は
、
C
町
の
ふ
も
と
の
大
き
な
旧
家
に
母
親
と
二
人
で

住
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
で
家
と
母
親
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
趣
味
の
音
楽
の
Ｃ
Ｄ
を
買
い

に
出
か
け
て
い
た
仙
台
さ
ん
は
助
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

家
事
の
こ
と
は
す
べ
て
母
親
が
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
仙

台
さ
ん
は
定
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
の

運
転
免
許
も
母
親
が
危
な
い
と
言
っ
て
、
取
る
こ
と
を
許
さ

れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。

　

突
然
、
何
も
か
も
失
っ
た
仙
台
さ
ん
が
、
こ
の
仮
設
住
宅

に
来
た
の
は
震
災
か
ら
一
年
経
っ
た
頃
で
、
も
う
仮
設
で
は

住
民
の
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
仙
台
さ
ん
は
生

ま
れ
て
初
め
て
母
親
と
離
れ
た
生
活
を
送
り
、
家
事
も
何
も

し
た
こ
と
が
な
い
ま
ま
ひ
と
り
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
金
は
母
親
が
残
し
て
く
れ
た
遺
産
や
保
険
金
が
十
分
に
あ

り
ま
し
た
が
、
お
金
の
管
理
の
仕
方
も
わ
か
ら
ず
、
家
の
な

か
の
お
金
が
誰
か
に
盗
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
気
が
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
仮
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
毎
日
、
隣
の

人
の
声
で
目
が
覚
め
ま
す
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
さ
え
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
昼
に
な
る
と
突
然
、
玄
関
が
開
き
、
誰
か

れ
と
な
く
「
こ
ん
に
ち
は
!!
」
と
け
た
た
ま
し
く
声
を
か
け

ら
れ
ま
す
。
反
対
の
窓
か
ら
は
ド
ン
ド
ン
と
た
た
く
音
が
し

ま
す
。

　

仙
台
さ
ん
は
、
数
か
月
も
す
る
と
玄
関
に
か
ぎ
を
二
つ
か

け
ま
し
た
。
外
の
窓
に
は
内
側
か
ら
ベ
ニ
ヤ
板
を
打
ち
つ
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
誰
が
来
て
も
電
話
が
鳴
っ
て
も

出
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
き
ど
き
聞
こ
え
る
隣
の
大
き

な
声
に
つ
い
て
は
、
思
い
っ
き
り
壁
を
た
た
い
て
反
撃
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
家
の
な
か
に
は
ゴ
ミ
が
た

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
仙
台
さ
ん
は
ど
う
し
て
も
外
部
か
ら

の
干
渉
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
拒
否
を
続
け
ま
し
た
。

【今月の事例】訪問拒否・部屋に閉じこもってしまった仙台さん

事例をとおして考えよう！

　講師の永坂美晴さんは、支援員による個別支援の視点を 2つに分けました。
　一つは人を「多角的にとらえる 16 の視点」です。この作業は、当事者の思いや状況
を整理・集約し、関係機関や専門家に直接伝えることです。これは、課題を検討し、
解決に向けてともに力を合わせることになります。紙面では、編集部が９つにまとめ
たものを掲載します。
　もう一つは「人を支える６つのポイント」です。これは支援者がひとりで抱え込ん
で悩んだり、既存のサービスにつなぐことだけを考えるのではなく、当事者自らの力
を引き出そうと試みるものです。これらによって、課題を抱えた当事者をより具体的
に早く、専門家につなぐことができます。

　
宮
城
県
内
の
被
災
市
町
で

は
、
被
災
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
、
各
種
支
援
員
を
設

置
し
て
、
戸
別
訪
問
や
相
談
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支

援
員
の
多
く
は
、
震
災
で
家
や

職
を
失
っ
た
被
災
者
で
あ
り
、

介
護
や
福
祉
の
知
識
・
経
験
の

な
い
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、
宮

城
県
が
設
置
し
た
「
宮
城
県
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
事
務

所
」
が
関
係
機
関
と
共
同
し

て
、
こ
れ
ら
支
援
員
対
象
の
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
期

待
さ
れ
る
役
割
や
個
別
支
援
と

地
域
福
祉
活
動
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
研
修

で
は
、
基
礎
知
識
を
学
び
つ
つ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
多
用
し

て
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に

つ
い
て
白
熱
し
た
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
号
、

実
際
に
研
修
で
使
わ
れ
て
い
る

事
例
を
紹
介
し
、
受
講
し
た
支

援
員
た
ち
が
事
例
に
対
し
て
感

じ
た
生
の
声
と
、
専
門
家
に
よ

る
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。
事
例
を
と
お
し
、

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
か
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今回のキーワードは

「どこの世界で生きているか」

兵庫県明石市望海在宅介護支
援センター センター長 
看護師、主任介護支援専門員
阪神・淡路大震災時に仮設住
宅の支援に奔走。そこで得た
ノウハウを地域活動に生かす
べく、地域の住民とともに「地
域劇」などを開催。東日本大
震災の被災地の仮設住宅には
ケアマネジャーとしても定期
的に訪れている。

研修講師・永
ながさか・みはる

坂美晴

Profile
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とかく支援者は、当事者の今起きている現象、問題点に目が行きがちです。しかし、仙台さん

の過去と震災までの生活を知るといかがですか？　仙台さんがなぜ訪問を拒否しているのかが見

えてきませんか？　仙台さんはまだ現実が受け入れられていないのかもしれません。このように、

これまでの生活、環境、生育歴などを聞いていくと、本当に問題となっていることが見えてきま

す。当事者になにが起きているのか、物語を聞くように小さなことから情報を集めていくことで、

相手を深く理解していくことができます。そこから　相互に交流することができ、信頼関係を結

んでいくことになるのではないでしょうか。

どんなことが原因で、それはいつ頃から
始まったのでしょうか。
その状態はどのくらいの期間続いていま
すか。
いつ・どんなことで・どのくらいの頻度
で症状が出るのでしょうか。
本人やその周りの人たちにどんな影響が
ありましたか。

★本人の状況をよく知ることから支援は始
まります。

現在の状態や経過をよく知ろう4
本人の長所はなんですか。
本人の能力はなんですか。

★今、表面に現れている姿だけで ｢問題の
ある人｣ と見てしまうのではなく、本人の
もつ、いまは見にくくなっているかもしれ
ない、長所や能力を活かすことに目を向け
てみましょう。

本人の可能性を引き出そう7
家族や友人，周辺の人など過去にどのよ
うな人がかかわっていましたか。
過去と現在でなにか変ったことはありま
すか。

★過去の出来ごとが現在に大きく関連してい
ることがあります。個人を理解するためには、
その人の過去とも向き合うことが必要です。

過去の出来ごとに目を向けよう1

本人は、自身の今の状況について、どの
ように感じていますか。
周りの人たちは、どのようなことを考え、
どんな行動をとっていますか。
あなた自身は本人の状況をどう考えてい
ますか。

★本人の思いと周りの思いを照らし合わせ
ることで、どのような支援が必要か見えて
きます。

みんなの気持ちを整理しよう5

本人の価値観・人生のゴール・思考のパ
ターンはどのようなものですか。

★人は同じ問題にぶつかっても、そこをど
う切り抜けるかにも違いがあります。最も
大切な、本人が価値を置いている生き方を
満たすことが重要です。

人はそれぞれ違います9

本人にどのような問題が降りかかってい
ますか。
問題を解決するためには、どんな方法が
ありますか。
問題を解決するための協力者には、どん
な人がいますか。

★既存のもの ( 医療、ホームヘルパー、行政、
システム等 ) にとらわれるだけではなく、い
ま欠けている部分を補える外部の資源を関
係者や関係団体を関係図に表わす、エコマッ
プに書いてみましょう。支援の可能性は一
つだけではないはずです。

多くの資源に目を向けよう8

本人のどのような悩みが満たされないた
めに、この問題が起こっているのでしょ
うか。

★同じような出来ごとであっても、人によ
りとらえ方が違います。

本人の希望はなんでしょう？6

問題を起こしている人は誰ですか。
問題が起こることで不利益を被る人は誰
ですか。
問題はどんな状況の変化につながります
か。

★問題はどのような状況の変化につながり
ますか。問題発生の原因を考えることにも
つながります。

問題に関係する人を考えてみよう2

本人の様子から思いあたるものはありま
すか。本人の言葉で書いてみましょう。
本人の発した言葉に SOS のサインが含
まれていませんか。
家族や近所の人たちからの情報のなか
に、鍵になる言葉はありませんでしたか。

★本人や周りにいる人たちのちょっとした
言葉や行動から、私たちが見落としていた本
人の苦しい思いに気づけるかもしれません。

本人は、なにで一番困っていま
すか？3

今回の
キーワード

専門家が話す★支援のツボ

その人の物語を訪ねよう

永 坂　美 晴 さん
（兵庫県明石市望海在宅介護支援センター長）

仙台さんの事例を以下の項目に当てはめて考えてみましょう。全部の項目に当

てはめられなくともいいのです。思いつくものについて考えてみましょう。そ

してあなたが実際に活動をするなかで、同じような場面に遭遇したとき、この

項目を思い出してみてください。

見えない気
持ちを

さぐる

ポイント
見えない気

持ちを

さぐる

ポイント
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市民リレー

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。
今回は・・・

ボランティア 村上 充
みつる

 さん

東北の元気

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
住
む

村
上
充
さ
ん
は
、
自
ら
も
被

災
者
で
あ
り
な
が
ら
、
市
内

の
仮
設
住
宅
へ
の
支
援
活
動

に
奮
闘
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
。
市
内
に
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
機
関

と
仮
設
住
宅
住
民
の
パ
イ
プ

役
に
な
っ
た
り
と
、
活
動
内

容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
驚
く

の
は
、
そ
の
す
べ
て
の
活
動

を
個
人
で
行
っ
て
い
る
こ
と

だ
。震

災
当
日
、
自
宅
が
津
波

被
害
に
よ
り
半
壊
。
市
内
の

避
難
所
で
過
ご
し
た
。
仮
設

住
宅
へ
移
行
が
始
ま
っ
た
際
、

避
難
所
で
班
長
を
務
め
て

い
た
村
上
さ
ん
は
、
同
じ
班

の
人
た
ち
の
こ
と
が
気
に
か

か
っ
た
。「
高
齢
の
人
も
い
る

し
ね
。
避
難
所
で
ず
っ
と
一

緒
だ
っ
た
人
た
ち
だ
か
ら
気

に
な
っ
て
」。
改
修
し
た
自
宅

か
ら
、
避
難
所
の
仲
間
が
暮

ら
す
仮
設
住
宅
へ
頻
繁
に
通

う
よ
う
に
な
っ
た
。
村
上
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

始
ま
り
だ
。

「『
す
べ
て
の
仮
設
住
宅
に

同
じ
対
応
を
』
に
疑
問
を
感

じ
る
ん
で
す
。
暮
ら
す
人
も

場
所
も
違
う
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
い

と
」
と
話
す
村
上
さ
ん
。
市

内
に
あ
る
93
か
所
の
仮
設
住

宅
の
う
ち
25
か
所
を
把
握
。

そ
の
な
か
で
も
、
高
齢
世
帯

が
多
く
、
交
通
の
不
便
な
場

所
に
建
て
ら
れ
た
仮
設
住
宅

３
か
所
に
、
外
出
サ
ー
ビ
ス

と
訪
問
診
療
の
手
が
届
く
よ

う
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

で
情
報
を
拡
散
、
支
援
へ
と

つ
な
げ
た
。
外
出
サ
ー
ビ
ス

は
毎
週
水
曜
日
、
訪
問
診
療

は
２
人
の
医
師
が
２
週
に
１

回
入
れ
替
わ
り
で
行
っ
て
お

り
、
村
上
さ
ん
自
身
も
出
向

い
て
い
る
。「
ち
ょ
っ
と
具
合

が
悪
い
な
、
と
思
っ
て
も
、

病
院
は
車
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
距
離
だ
し
、
タ
ク
シ
ー

だ
と
５
千
円
く
ら
い
か
か
る

ら
し
い
ん
で
す
。
そ
う
な
る

と
我
慢
し
よ
う
と
な
っ
て
し

ま
う
。
外
出
支
援
も
医
療
も

必
要
。
お
医
者
さ
ん
が
来
る

だ
け
で
元
気
に
な
る
っ
て
い

う
人
も
い
る
ん
で
す
」
住
民

に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な

い
取
り
組
み
な
の
だ
。

自
身
の
活
動
を
振
り
返
り
、

「
自
分
の
役
割
に
な
っ
て
い

る
。
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
」

と
、
村
上
さ
ん
は
今
後
も
継

続
す
る
意
思
を
語
る
。
住
民
発

の
活
動
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

村上充さん 集会所の掲示板にてお知らせ 医療支援の日にはたくさんの人が集まる

5回目

菅

◎宮城県気仙沼市

宮城県
気仙沼市
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 「ステップアップ研修から見える課題」
宮城県サポートセンター支援事務所  所長　鈴木守幸

宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4
宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

　　　　地域には、古くから一定の世帯数ごとに民生委員・ 

　　　　児童委員（略称 = 民生委員）が配置され、ひとり

暮らし高齢者や認知症など援護を要する人、および生活困

窮世帯、母子世帯などへの相談や見守り支援を行っていま

す。民生委員は、自治会や行政区からの推薦、県知事の推

薦を経て厚生労働大臣からの委嘱を受けた、無給の「非常

勤の特別職の地方公務員」で、守秘義務が課せられていま

す。東日本大震災でも、自ら被災しながら要支援者の避難

支援や安否確認、支援物資の配布、行政との連絡などに奔

走され、被災者支援にとても大きな役割を果たしました。

　仮設住宅やみなし仮設住宅、そして復興公営住宅での被

災者支援を行う際に、自治体などに雇用された各種支援員

も民生委員と同じような役割をもっているため、どこかで

競合したり、行き違いが生じることも考えられます。各種

支援員の皆さんには、民生委員の役割を十分理解して、以

前から地域に住んで地域の事情も人間関係も把握している

民生委員と連携を図りながら、よりよい被災者支援を行っ

てほしいと思います。

　さらに、みなし仮設入居者の支援や、仮設住宅から地域

生活に移行される人たちについては、その地域の民生委員

さんとも連絡をとって相談し、助言・協力を得てスムーズ

な支援の移行ができるようにしたいものです。

支援員からの相談に
　　浜上さんがお答えします。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

◎宮城県被災者支援従事者研修　
　ステップアップⅡ研修

宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

基礎研修後、6 か月程度の経験のある支援員が対象の研修会です。
①【石巻会場①】　2 月 5 日（火）・6 日（水）石巻市ささえあい総括センター
②【気仙沼会場】　2 月 26 日（火）・27 日（水）宮城県気仙沼保健福祉事務所
③【石巻会場②】　3 月 6 日（水）・7 日（木）　石巻ささえあい総括センター

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社
会福祉協議会で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社
協災害ボランティアセンターの支援にかかわったことが縁で、2012
年 4月より宮城県サポートセンター支援事務所アドバイザーとして、サ
ポーターの研修等支援にあたっている。

当支援事務所では、基礎研修を終えた LSA など各種支援

員のさらなる資質向上を図るために「ステップアップ研修」Ⅰ・

Ⅱを開いています。事例検討を通じて、スタッフが日々足で稼い

だアセスメント力を活かす研修といえます。

これまで、気仙沼、石巻、仙台の３か所で開催しましたが、

日々、被災者に寄り添うなかで、生きる気力が萎えている人へ

の支援は？　認知症の人の仮設住宅での生活をどう支えていけ

ばよいのか？　先の見えない状況のなかで、必死に生活する人

たちに対する、支援員の「眼差し」の確かさを確認できた研修

となりました。継続的に講師として兵庫県から来てくださった永

坂美晴さん（明石市望海在宅介護支援センター長）も手応えを

強く感じられたようです。

足りないものは、現場に立つ支援員のアセスメントを活かせ

るマネジメントと、コーディネイトする人材です。これらは当初か

ら危惧されていたことです。だって、平時からこのような人材が

地域に不足していたのですから。

当支援事務所で毎月アドバイザーとして、被災市町のサポー

トセンターを中心に要援護者支援に尽力してくださっている浜上

章さんともよく語り合うのですが、「地域福祉の担い手がほし

い！」と願うこの頃です。

復興公営住宅ができても、阪神・淡路大震災の例にあるよう

に、地域力の再生にはコミュニティワーカー、コミュニティソーシャ

ルワーカーの存在が不可欠です。ですから、今は、地域移行

に向けての大切な準備期間でもあります。人材の育成を、「今」

行うことが大切です。

今回は、ちょっと真面目に思うことを述べました。次回からは、

またサポセンの魅力的な「人」を紹介します。

被災者支援をするうえで、民生委員さんとどう連携すればよいでしょうか？
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月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
みなさまからの率直なご意見が本紙を大きく育てます。ぜひ
忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集部ま
でお聞かせください。
あわせて、お勧めの取材先などの情報もお寄せください。
　　　　　　　  うちに取材に来てほしい！という方もぜひ！

4 号を読んで…
●今自分ができることのヒントが載っていました。ぜひ参考 
   にしたい。（仙台市・A さん）

☆次号予告　特集「輝く男性たち」

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

編 集 後 記
☆震災後、多くの“支援者”たちが地域で活動を続けています。専門性を活か
す人たちも、経験はなくとも、誰かのためにという強い想いで活動をする人た
ちも、みんながお互いの支援者なのだと感じます。こういったお互い様の支援
の輪が広がっていくことを願います。（菅原）

☆新春福袋の応募はこちらへ！ 
〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 1F　CLC　新春福袋係 
FAX：022-727-8737　E-mail： joho@clc-japan.com  

読 者 の 声

大
学
で
環
境
社
会
学
を
学

び
、
研
究
者
の
道
を
歩
ん
で

い
ま
し
た
が
、“
自
然
豊
か
な

場
所
で
実
践
者
と
し
て
生
き

た
い
”
と
方
向
転
換
し
て
丸

森
町
に
移
住
し
ま
し
た
。 

も

と
も
と
西
よ
り
も
北
の
地
方

を
志
向
し
て
い
た
の
で
移
住

先
に
丸
森
を
選
び
ま
し
た
。

自
ら
無
農
薬
で
育
て
た
米

や
大
豆
で
味
噌
を
つ
く
り
、

「
一
貫
造
り
」
と
名
付
け
て
販

売
し
て
い
ま
す
。
町
内
外
に

顧
客
や
味
噌
づ
く
り
へ
の
協

力
者
を
増
や
す
一
方
、
地
域

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
地
域
に
溶
け
込
み
、
丸
森

町
へ
の
移
住
希
望
者
と
現
地

の
橋
渡
し
役
も
担
っ
て
き
ま

し
た
。 

最
近
は
、
値
段
が
多
少
高

く
て
も
、
無
農
薬
で
安
心
な

も
の
を
選
ぶ
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
購
入
者
か
ら
は
「
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
」「
出

汁
を
入
れ
な
く
て
も
お
い
し

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
モ
ノ
を
売
り

買
い
す
る
だ
け
の
関
係
で
は

な
く
、
お
客
さ
ま
に
暮
ら
し

や
思
い
を
伝
え
、
身
近
に
感

じ
合
え
る
関
係
に
な
り
た
い

と
、
お
客
さ
ん
が
気
軽
に
泊

ま
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
を
つ

く
り
ま
し
た
。
人
と
自
然
、

農
山
村
と
都
市
、
そ
し
て
世

界
と
の
接
点
と
な
る
よ
う
な

“
田
舎
の
オ
ー
プ
ン
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
”
を
丸
森
で
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
を

受
け
、
丸
森
で
収
穫
し
た
大

豆
を
使
用
し
た
味
噌
づ
く
り

に
悩
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
17
年
間
支
え

て
く
れ
た
丸
森
の
人
た
ち
、

暮
ら
し
て
き
た
地
域
の
た
め

に
も
、
放
射
性
物
質
検
査
を

し
な
が
ら
丸
森
産
有
機
農
法

の
原
料
で
つ
く
っ
た
味
噌
づ

く
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

丸
森
へ
の
恩
返
し
の
た
め
に

も
、
こ
こ
で
安
心
安
全
な
味

噌
を
つ
く
り
続
け
ま
す
。（
談
）

「山の農場＆味噌工房 SOYA」の太田茂樹さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
あ
の
人
に
会
い
た
い

安
心
・
安
全
な
味
噌
で
恩
返
し

宮
城
県
丸
森
町
◎
山
の
農
場
＆
味
噌
工
房
Ｓそ

う

や

Ｏ
Ｙ
Ａ　

太
田
茂
樹
さ
ん
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　東京から I ターンで宮城県丸森町に移住した太田
茂樹さん。宮城県の最南端に位置する丸森町筆

ひ っ ぽ
甫地

区に、太田さんの「山の農場＆味噌工房Ｓ
そ う や
ＯＹＡ」

はある。
　無農薬・無化学肥料で栽培した大豆と米を原料に、
味噌を製造・販売する。麹

こうじ
を手づくりし、木だるで

熟成させた味噌は、仙台市内や関東を中心に好評だ。
田舎のオープンコミュニティ

宮城県
丸森町

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/


